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今月から、思考ツールについて特集を組んでいきます！効果、使い方、特に気を付ける

ポイントを抑えつつご紹介していきますので、授業作りの参考としてお使いください。 

なんとなくを根拠に変える！思考ツール「PMI」を社会科で実践！ 

授業でこういう場面、ありませんか？ 

裏面には「PMI の説明」「他校の事例 QR コード」があります！ 

テーマ、学習形態は？ 

テーマは「秦の始皇帝は名君か暴

君か」。個人で記入後、ペア・グル

ープで共有させました。 
 

場 面 

 

問 題 

 

「面白い」が難しい？ 

「面白い」が内容とずれることがあり

ます。例）顔が面白いなど、絵に意

見がよってしまうことがあった。 

今 後 

 

「面白い」を言い換える！ 

「面白い」は人によって解釈が違う

言葉。言い換えなどで、「面白い」

をイメージできる工夫が必要 

※裏面の補足参照 

P M I 

準 備 

 

テーマ設定が鍵に！ 

単元全体に関わるテーマを見つけ

たい。思考ツールは、内容理解を

深める代わりに、記入時間で進度

が遅くなる可能性があるためです。 

 なんとなく  分かりません  ○○と一緒です 

理由は？ どう考えた？ どう思う？ 

【使ってみて、生徒の変化】 

「秦の始皇帝は名君か暴君か？」という発問から、結論と理由

を記入させたとき、「なんとなく」という理由が気になっていました。

そこで、試しに PMI を使うと、書き出した考えを元にすることで、「な

んとなく」ではない根拠や意見が出てきていると感じます。 

もうちょっと 
考えて欲しい 

 



 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PMI は、ある対象について「いいところ」「ダメなところ」「面

白いところ」の３つの視点から、印象や意見を書き込んでいく

思考ツールです。 

使える場面 ： 評価する 判断する 多面的に見る 意思決定する 等 

PMI( Plus,Minus,Interesting ) ☆やるべきことに気づく力 １ 

PMI ってどんな思考ツール？ 

３つのステップを意識して使おう！ 

補足：声かけ例（「面白い」を言い換えると？） 

※「面白い」は意見を作るうえで特に大切ですが、意外と思いつかないことがあります。 

   「面白い」を言い換えるような声かけをしてみましょう。 

 

【テーマを評価するとき】 

・いいかダメか決めにくいところは？ 

・おかしいと思ったところは？ 

・疑問が浮かぶところは？ 

 

【テーマを多面的に見るとき】 

・どんなことを知りたいか？ 

・どんな工夫ができそうか？ 

・知っておかないといけないことは何か？ 

国語 
PMI について、他校の実践事例です！ 

校種も異なるため、使い方の視野が広がると思います。 

 

① 何について考えるのか「テーマを明確に」示す。 

② テーマについて３つの視点から書けるだけ書き出す。 

 声かけの工夫が大切！ 

※下記の補足参照。 

 ・具体的に書く。 

・時間を設ける。 

記入時のポイント！ 

③ テーマについて 

「自分はどう思うか、判

断するか」をまとめる。 

保体 総学


